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全
国
の

歳
以
上
５
万
４
千
人
超
す

３
高
校
球
児
が
プ
ロ
活
躍
目
指
す
…

英
で
県
産
米
や
ジ
ュ
ー
ス
販
売
へ
…

面

ＨＰ ツイッターにも掲載

テレビ・ラジオ
番組と解説 ９面
地方版 ～ 面
ひろば 面
文 化 面
読 書 面

黒
い
袋
が
双

葉
郡
南
部
の
六

号
国
道
沿
い
に

う
ず
た
か
く
積

ま
れ
て
い
る
。

除
染
で
出
た
土
壌
な
ど
を

収
め
る
。「
見
る
た
び
に
、

戻
る
気
持
ち
が
な
え
る
」。

作
業
が
進
ん
で
い
る
証
し

な
の
に
、
避
難
住
民
の
思

い
は
複
雑
だ
。
運
び
先
が

定
ま
ら
ず
、
暗
い
色
が
気

分
を
重
く
す
る
▼
一
㌧
の

容
量
が
あ
り
、「
ト
ン
袋
」

と
も
呼
ば
れ
る
。

屋
除

染
を
ほ
ぼ
終
え
た
広
野
町

は
十
万
袋
を
超
す
。
本
格

的
に
作
業
中
の
楢
葉
町
は

集
計
分
だ
け
で
三
十
一
万

八
千
袋
に
上
る
。
最
終
的

に
五
十
五
万
袋
に
達
す
る

見
通
し
だ
。
地
域
に
よ
っ

て
は
、
水
田
が
仮
置
き
場

に
な
る
例
が
目
立
つ
。
原

発
事
故
が
な
け
れ
ば
、
黄

金
の
穂
に
染
ま
る
時
期

だ
。
農

の
思
い
は
い
か

ば
か
り
か
▼
袋
を
運
び
込

む
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

に
向
け
た
地
質
調
査
が
候

補
地
の
楢
葉
、
大
熊
両
町

で
進
む
。
環
境
省
は
地
盤

が
安
定
し
て
い
る
な
ど
の

理
由
で
「
設
置
可
能
」
と

の
中
間
報
告
を
ま
と
め

た
。
住
民
の
不
安
は
根
強

く
、
両
町
と
も
に
慎
重
な

立
場
を
取
る
。
楢
葉
町
で
、

建
設
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
を
求
め
る
動
き
も
あ

る
▼
仮
置
き
場
が
満
杯
に

な
る
と
、
緑
の
シ
ー
ト
で

覆
わ
れ
、
保
管
さ
れ
る
。

色
が
変
わ
っ
て
も
、
気
持

ち
は
少
し
も
晴
れ
ま
い
。

行
き
場
が
な
け
れ
ば
、
た

ま
る
一
方
だ
。
不
安
を
解

消
す
る
知
恵
袋
を
国
は
持

た
な
い
の
か
。
い
つ
か
住

民
の
堪
忍
袋
が
破
れ
る
。

東
電
幹
部

民
主
党
会
合
で
発
言

第 一 原 発
汚染水問題

被
災
地
お
見
舞
い
２
年
ぶ
り

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

県
民
に
と
っ
て

大
き
な
喜
び

知
事
謹
話

佐
藤
雄
平
知
事
は
「
県

民
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び

で
あ
り
、
復
興
を
加
速
し

よ
う
と
す
る
本
県
へ
の
何

よ
り
の
支
援
で
あ
る
と
思

う
。
ご
来
県
を
心
か
ら
歓

迎
申
し
上
げ
る
」
と
す
る

謹
話
を
発
表
し
た
。

服部 翼

選 手

第
六
十
八
回
国
民
体
育

大
会
「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京

２
０
１
３
」
は
十
三
日
、

都
内
の
東
京
辰
巳
国
際
水

泳
場
な
ど
で
会
期
前
競
技

が
行
わ
れ
、
競
泳
の
少
年

男
子
Ｂ
百
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

で
服
部
翼
選
手
（
福
島
成

蹊
高
一
年
）
が

秒

で

優
勝
し
た
。
（

・

面

に
関
連
記
事
）

昨
年
の
全
国
中
学
校
体

育
大
会
の
同
種
目
で
優
勝

し
て
い
る
服
部
選
手
は
予

選
を

秒

で
二
位
通

過
。
決
勝
で
は
、
五
十
㍍

の
通
過
は
四
番
手
だ
っ
た

が
終
盤
に
逆
転
し
頂
点
に

立
っ
た
。
県
水
泳
連
盟
に

よ
る
と
少
年
男
子
バ
タ
フ

ラ
イ
で
の
本
県
勢
の
優
勝

は
初
め
て
と
い
う
。

服
部
選
手
は
同
日
行
わ

れ
た
少
年
男
子
Ｂ
百
㍍
自

由
形
で
も

秒

で
四
位

に
入
っ
た
。

皇
太
子
ご
夫
妻
は
二
十

二
日
に
東
日
本
大
震
災
と

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
の
被
災
地
視
察
の
た

め
郡
山
市
を
訪
問
さ
れ

る
。
県
が
十
三
日
、
発
表

し
た
。

ご
夫
妻
は
二
十
二
日
午

後
に
Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線

で
同
市
に
入
り
、
仮
設
住

宅
で
浜
通
り
か
ら
の
避

難
者
を
励
ま
さ
れ
る
。
子

育
て
支
援
施
設
や
放
射

性
物
質
の
検
査
施
設
も
訪

れ
る
。

お
二
人
そ
ろ
っ
て
の
来

県
は
平
成
二
十
三
年
七
月

に
郡
山
市
で
避
難
者
を
見

舞
わ
れ
て
以
来
、
八
回
目

と
な
る
。
震
災
後
は
東
京

都
と
埼
玉
県
の
避
難
所
を

訪
れ
、
本
県
か
ら
の
避
難

者
を
激
励
し
た
。

競泳少年男子Ｂ100㍍バタフライ
東
京
国
体

皇太子さま雅子さま

プロ野球新記録の同一シーズン

連勝を飾った楽天・田中将大投手

プ
ロ
野
球
楽
天
の
田
中

将
大
投
手
二
四
が
十
三

日
、
仙
台
市
の
日
本
製
紙

ク
リ
ネ
ッ
ク
ス
ス
タ
ジ
ア

ム
宮
城
で
行
わ
れ
た
オ
リ

ッ
ク
ス
戦
で
開
幕
二
十
一

連
勝
を
飾
り
、
一
九
五
七

年
に
西
鉄
（
現
西
武
）
の

稲
尾
和
久
投
手
が
マ
ー
ク

し
た
同
一
シ
ー
ズ
ン
最
多

連
勝
記
録
を
五
十
六
年
ぶ

り
に
塗
り
替
え
た
。
「
鉄

腕
」
と
呼
ば
れ
た
稲
尾
投

手
の
二
十
連
勝
に
六
日
の

試
合
で
並
ん
で
い
た
。（

・

面
に
関
連
記
事
）

先
発
し
た
田
中
投
手
は

完
投
勝
利
を
挙
げ
、
チ
ー

ム
を
６
―
２
の
勝
利
に
導

き
、
球
団
創
設
九
年
目
で

の
初
優
勝
を
目
指
す
楽
天

の
優
勝
へ
の
マ
ジ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
「

」
に
減
ら

し
た
。
田
中
投
手
は
昨
年

八
月
二
十
六
日
か
ら
の
連

勝
を
今
回
で
「
二
十
五
」

に
ま
で
伸
ば
し
た
。

年
ぶ
り
プ
ロ
野
球
新
記
録
稲尾抜く

東
京
電
力
の
山
下
和
彦
フ
ェ
ロ
ー
は
十
三
日
、
郡
山
市
で
開
か
れ
た
民
主
党
会
合
で
、
福
島
第
一
原
発
の

汚
染
水
漏
れ
問
題
に
つ
い
て
「
今
の
状
態
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
制
御
）
で
き
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と

発
言
し
た
。
地
上
タ
ン
ク
か
ら
の
高
濃
度
汚
染
水
漏
え
い
な
ど
を
踏
ま
え
た
発
言
と
み
ら
れ
る
。
二
〇
二
〇

年
東
京
五
輪
の
開
催
が
決
定
し
た
七
日
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
総
会
で
、
安
倍
晋
三
首

相
は
「
状
況
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
た
。
（
２
・
３
面
に
関
連
記
事
）

安
倍
晋
三
首
相
は
十
九

日
に
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
と
福
島
市
内
を
視
察

す
る
方
向
で
調
整
に
入
っ

た

政
府
関
係
者
が
十
三

日

明
ら
か
に
し
た

首
相

の
同
原
発
視
察
は
就
任
直

後
の
昨
年
十
二
月
二
十
九

日
以
来
二
回
目

汚
染
水

漏
れ
問
題
に
つ
い
て
自
ら

現
場
に
足
を
運
ん
で
実
態

を
把
握
し

政
府
と
し
て

対
策
に
全
力
を
挙
げ
る
姿

勢
を
示
す
狙
い
が
あ
る

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
で
高
濃
度
汚
染
水
が
漏

れ
た
問
題
を
受
け
、
政
府

の
汚
染
水
処
理
対
策
委
員

会
は
十
三
日
、
汚
染
水
か

ら
の
大
量
の
ト
リ
チ
ウ
ム

（
三
重
水
素
）
除
去
な
ど

は
現
時
点
で
有
効
な
対
策

が
見
当
た
ら
な
い
と
し
、

技
術
を
国
際
公
募
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
国
内
外
の

英
知
を
結
集
す
る
た
め
の

専
門
チ
ー
ム
を
新
設
し
、

政
府
が
十
一
月
ま
で
に
ま

と
め
る
汚
染
水
の
追
加
対

策
に
反
映
さ
せ
た
い
考
え

だ
。（
２
面
に
関
連
記
事
）

福
島
第
一
原
発
の
多
核

種
除
去
設
備
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）

は
汚
染
水
か
ら
約
六
十
種

類
の
放
射
性
物
質
を
処
理

で
き
る
が
、
ト
リ
チ
ウ
ム

を
除
去
で
き
な
い
。
こ
の

た
め
、
処
理
後
に
海
洋
放

出
で
き
る
基
準
値
を
下
回

っ
て
も
、
地
元
の
理
解
が

得
ら
れ
ず
、
敷
地
内
で
貯

留
し
て
い
る
。

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
と
、
汚

染
水
が
少
量
の
場
合
は
ト

リ
チ
ウ
ム
の
濃
度
を
薄
め

る
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
同
原
発
の
大

量
の
汚
染
水
を
処
理
す
る

技
術
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。公

募
で
は
、
接
合
部
を

ボ
ル
ト
で
締
め
る
「
フ
ラ

ン
ジ
型
」
の
地
上
タ
ン
ク

底
部
の
強
度
を
高
め
る
技

術
や
、
汚
染
水
の
漏
え
い

が
微
量
で
も
検
知
で
き
る

手
法
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

担
当
す
る
作
業
員
の
被
ば

く
線
量
を
減
少
さ
せ
る
方

法
な
ど
も
募
る
。

専
門
チ
ー
ム
は
廃
炉
技

術
を
確
立
す
る
た
め
に
八

月
に
設
立
し
た
国
際
廃
炉

研
究
開
発
機
構
が
事
務
局

を
担
当
す
る
。
汚
染
水
管

理
や
地
下
水
流
動
な
ど
幅

広
い
専
門

を
加
え
、
提

案
さ
れ
た
技
術
を
評
価
す

る
。
提
案
が
な
い
場
合
は

国
際
研
究
機
関
な
ど
に
あ

ら
た
め
て
開
発
を
働
き
掛

け
る
。
対
策
委
員
会
は
同

日
、
都
内
で
会
議
を
開
き
、

政
府
が
示
し
た
汚
染
水
問

題
の
基
本
方
針
へ
の
対
応

な
ど
を
協
議
し
た
。

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

官
房
長
官

首
相
発
言
誤
り
な
い

技
術

国
際
公
募
へ

ト
リ
チ
ウ
ム
除
去

有
効
策
な
し

政 府

民
主
党
は
原
発
事
故
に

関
す
る
党
対
策
本
部
（
本

部
長
・
大
畠
章
宏
幹
事

長
）
の
会
合
を
県
連
と
合

同
で
開
い
た
。
宮
下
雅
志

県
連
政
調
会
長
が
安
倍
首

相
の
国
際
公
約
を
「
事
実

と
全
く
違
う
内
容
が
国
際

社
会
に
広
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
る
」
と
批
判
し
、
発

言
の
根
拠
を
た
だ
し
た
。

本
部
長
代
行
の
増
子
輝
彦

参
院
議
員
（
本
県
選
挙
区
）

も
東
電
と
首
相
の
認
識
が

一
致
し
て
い
る
か
を
追
及

し
た
。

山
下
氏
は
「
想
定
を
超

え
た
状
態
が
起
き
て
い
る

の
は
事
実
。
申
し
訳
な
い
」

と
謝
罪
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
の
中
西
宏
典
審
議
官

も
「
今
後
は
し
っ
か
り
と

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ

う
に
す
る
」
と
述
べ
、
汚

染
水
を
制
御
で
き
て
い
な

い
こ
と
を
認
め
た
。

一
方
、
菅
義
偉
官
房
長

官
は
同
日
の
記
者
会
見

で
、
「
放
射
性
物
質
の
影

響
は
発
電
所
の
港
湾
内
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
」
と
反

論
、
首
相
発
言
に
誤
り
は

な
い
と
の
認
識
を
強
調
し

た
。
東
電
本
社
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
首
相
発
言
に

つ
い
て
「
影
響
が
港
湾
内

に
と
ど
ま
り
、
近
海
の
放

射
性
物
質
濃
度
も
基
準
濃

度
を
は
る
か
に
下
回
っ
て

い
る
と
の
趣
旨
と
理
解
す

る
」
と
し
、
「
当
社
も
同

じ
認
識
」
と
釈
明
し
た
。

山
下
氏
の
発
言
は
タ
ン
ク

か
ら
の
高
濃
度
汚
染
水
漏

れ
な
ど
へ
の
言
及
だ
と
釈

明
、火
消
し
に
追
わ
れ
た
。

た
だ
、
東
電
の
汚
染
水

対
策
は
常
に
後
手
に
回

り
、
処
理
や
保
管
は
危
機

的
状
況
に
あ
る
。
地
上
タ

ン
ク
か
ら
の
漏
え
い
や
除

染
に
よ
り
、
汚
染
水
が
港

湾
外
へ
流
出
し
た
可
能
性

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
凍

土
遮
水
壁
な
ど
の
対
策
は

技
術
的
に
難
度
が
高
く
、

長
期
間
の
作
業
を
要
す
る

と
さ
れ
、
順
調
に
汚
染
水

対
策
が
進
む
か
は
見
通
せ

な
い
状
況
だ
。

山
下
氏
は
役
員
ク
ラ
ス

の
フ
ェ
ロ
ー
の
一
人
で
、

原
子
力
分
野
の
専
門

と
し
て
福
島
第
一
原
発

の
廃
炉
に
向
け
た
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
。
東
電

副
社
長
の
石
崎
芳
行
福

島
復
興
本
社
代
表
も
出
席

し
た
。

法
人
税
率
下
げ
本
格
検
討

政
府
の
消
費
増
税
対
策
諮
問
会
議

政
府
は
十
三
日
、
経
済

財
政
諮
問
会
議
を
開
き
、

来
年
四
月
の
消
費
税
増
税

に
備
え
た
経
済
対
策
の
議

論
を
始
め
た
。
民
間
議
員

か
ら
法
人
税
の
実
効
税
率

引
き
下
げ
を
求
め
る
声
が

相
次
ぎ
、
甘
利
明
経
済
再

生
担
当
相
も
会
議
後
、
法

人
税
率
下
げ
を
本
格
的
に

検
討
す
る
意
向
を
示
し

た
。
財
務
省
は
大
幅
な
税

収
減
を
懸
念
し
て
お
り
、

今
後
の
議
論
の
焦
点
と
な

る
。（
４
面
に
関
連
記
事
）

民
間
議
員
は
、
消
費
税

率
を
８
％
に
上
げ
る
と
来

年
度
の

計
負
担
が
六
兆

円
程
度
増
え
る
と
の
試
算

も
示
し
、
賃
上
げ
や
雇
用

増
加
を
促
す
環
境
整
備
を

求
め
た
。

政
府
は
経
済
界
や
労
働

界
と
賃
上
げ
な
ど
を
議
論

す
る
「
政
労
使
協
議
」
の

初
会
合
を
二
十
日
に
開

く
。
安
倍
晋
三
首
相
は
会

議
で
、
増
税
の
影
響
や
必

要
な
経
済
対
策
に
関
し

「
諮
問
会
議
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
て
ほ
し
い
」
と

指
示
し
た
。
東
京
開
催
に

向
け
、
地
域
限
定
で
規
制

緩
和
す
る
「
国

戦
略
特

区
」
に
東
京
を
指
定
す
る

案
も
示
さ
れ
、
議
論
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

法
人
税
の
実
効
税
率
は

国
税
と
地
方
税
を
合
わ
せ

て
約

％
（
東
京
都
の
場

合
）
で
、
欧
州
の
先
進
国

や
中
国
、
韓
国
と
比
べ
て

高
い
。
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